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	尿路上皮癌の多くは膀胱に発生する膀胱癌で、その頻度は人口10万人当たり6.6人程度と言われています。現在、低悪性度腫瘍群と比べ、高悪性度腫瘍群は再発率に差は見られませんが、腫瘍死の確率が有意に高いことが知られています。本研究は、尿路上皮の低悪性度腫瘍群と高悪性度腫瘍群との分子病理学的機構の違いを解明することを目的としており、今後、発癌のメカニズムや治療法の改善に寄与に繋がると期待されます。

